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アレルギーマーチと呼ばれる幼
少期からのアレルギー疾患は、
現在、皮膚からの抗原感作が発
症に重要であることが明らかに
なってきています。その防御に
は皮膚の角層バリアが重要です
が、日本人の１割弱は遺伝的に
そのバリアが弱いことが知られ
ています。我々の技術でバリア
の弱い人をスクリーニングし、
それらの人たちにバリア機能を
補うことで、アトピー性皮膚炎
からはじまるさまざまなアレル
ギー疾患を予防することを目標
にしています。現在はフィラグ
リンとPNPLA1の迅速診断を
行っています。

ヘルスケア

保湿クリームや保湿剤入り入浴剤などの化
粧品、医療品などを使うためのコンパニオ
ン診断として用いる。

既存のサンガーシークエンスよりも低コス
トで迅速な結果判定が行えます。国内での
特許取得済み。


